
1．は じ め に

本稿では「暮らしを豊かにする」という観点で EMM
研専の「マルチメディアコンテンツの価値を高める・創
る・測る・守る」という四つの研究領域の近い将来につ
いて一例を示してみる．具体的にはユーザのし好に基づ
いてコンテンツを検索，変換／統合することで，価値を高
めたり創り出したりすること，またその価値を測ること，
価値を守ることについてアイデアを簡単に述べてみる．

2．コンテンツの価値と豊かな暮らし
─ユーザのし好のモデル化─

暮らしが豊かであるとは，生活の中で心に余裕があ
り，満足できている状態と言えるだろう．このときマル
チメディアコンテンツは，生活に潤いを与え，満足度を
高めることに資すると考えられる．ただし人の好みはま
ちまちであり，インターネットの数限りないコンテンツ
から好みに合うものをうまく発見できるかどうかがポイ
ントとなる．
効率良くコンテンツを探す仕組みとして推薦システム

があり，ユーザのし好を評価する枠組みが作られてい
る(1)．しかし筆者の理解する限りでは推薦のための情報
はサービス運営側にあり，推薦されるのはサービスごと
のコンテンツとなる．
そこでユーザのし好をモデル化したエージェントを

ユーザが分身として利用することを考える．エージェン
トがユーザになり代わってユーザのし好に合ったコンテ
ンツを探すことができれば，インターネットの価値を高
めることができるだろう．

このとき見つかったコンテンツをユーザに合わせてア
レンジすること，例えばユーザの聴覚特性に合わせて，
楽曲を最適化することも考えられる(2)．また異種コンテ
ンツを統合すること，例えばユーザのし好に基づいて映
像と音楽を組み合わせることで，ユーザ独自のコンテン
ツを創り出すことも考えられる．
なおコンテンツを検索，変換，統合するときの価値は

ユーザのし好モデルに基づいて測る．またコンテンツを
ネットワークで流通させて適切な利用を進めるために，
IHC 研究会(注1)で開催されているコンテストを通じて電
子透かしの技術の完成度を高め，実用化することで，コ
ンテンツの価値を守ることができるだろう．

3．ま と め

本稿では「暮らしを豊かにするマルチメディア」とい
うテーマで，ユーザのし好をモデル化したエージェント
を考え，それを基に，コンテンツの価値を高める，創り
出す，またその実現のために価値を測り，適切に利用す
るために価値を守ることについて，ごく簡単にアイデア
を述べてみた．
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(注 1) IHC 研究会（二種研）．https://www.ieice.org/iss/emm/ihc/


